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 ３年ぶりに通常の日程で県高校総体が開催されます。最後の調整は順調に進んでいますか？ 

 

  
 

高校での部活動の集大成として高校総体は大きな目標になっています。ようやく中間考査が終わり、
選手の皆さんは高校総体に向けて一段と気合いの入った練習に励んでいることでしょう。日頃の練習
の成果を十分に発揮してください。 

当たり前のことですが、試合は決められた日程での勝負です。そこへ向けてコンディションを調整
していく必要があります。このコンディションの調整こそが選手の皆さんの初戦の相手です。試合に
参加できないことには勝利を獲得することはできません。 

そのように考えると、今年の初戦となる最大の敵は新型コロナウイルスでしょう。繰り返しお願い
してきましたが、マスクの着用や換気、手洗いでウイルスを受け取らないこと、十分な睡眠で抵抗力
を高めること、大声を発したり体調が悪いのに登校してウイルスを拡散させないことを改めて実行し
てください。県の新型コロナ感染症対策本部会議では、生徒の意識ある行動がポイントであることを
ドクターが指摘されていました。 

工業高校では多くの生徒が就職という進路を選択します。社会人は、遅刻をしたり急な欠勤をしな
いように日頃から健康管理に気をつけています。総体に参加するために体調管理を意識して生活する
のは、社会人になることを意識した良い体験になることでしょう。 

総体は限られた期間内で勝者を決めなければなりません。そのため、新型コロナウイルス感染症に
罹患したとしても、回復を待って試合を開催するような余裕はありません。また、自分だけが気をつ
けていてもいけません。チーム全体、学校全体で気をつけなければ、一人が罹患しただけでも多くの
選手の参加ができなくなる場合があります。 

全校生徒で健康管理に取り組み、全校生徒で選手の活躍を応援しましょう。 
              校長 松川 明義 
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25 日(水)：開校記念日、内科検診(３年)   29 日(日)：第二種電気工事士(筆記試験) 
26 日(木)：歯科検診(２年) 
27 日(金)：短縮３限授業、壮行会 
28 日(土)～30 日(月)：高校総体 
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【行事予定】

https://www.torikyo.ed.jp/yonagoko-h/
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